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(去(p+三 ･A)2~p 一志(言 ｡)2+p)(:)-E(:), (1)
を数値的に解いた｡得られたエネルギー準位Eを図1(a)に示す.エネルギー単位を閉
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図 1‥(a)エネルギー準位の磁場依存性 ;hLJ｡は閉じ込めエネルギー､LJBはサイクロト
ロン振動数､角運動量量子数はlで示されている｡(b)低温(T-0.1hw.)での磁化曲
級;点A,B,Cの磁場において常磁性帯磁率は最大値をとる｡(C)エネルギーが極小とな
る磁場Aから離れたLJB-2(J｡における準粒子波動関数 ;uとVは､それぞれ粒子成分､
ホール成分である｡
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